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被説明変数説に関する空間的自己相関を測る SAR（Spatial Autoregressive 
Model）誤差項の空間的自己相関を考慮した SEM（Spatial Error Model）、
SAR と SEM を同時に考慮した SAC（Spatial Autoregressive Model with 
Auto Regressive disturbances）等が存在する。本研究では、SDM（＝ベー
スモデル）に加え他の空間モデルである SAR、SEM、SAC に関しても同
様の分析を行っている 4。本分析では Lee and Yu（2010）の方法を基に




の保険者別パネルデータ（1436 × 8）である 6。対象は 65 歳以上の第 1
号被保険者に限定した。介護給付水準の指標として単位数を用いた。
1 人あたり介護保険サービス量である介護給付水準を 2 通り定義した。
1 つ目は、単位数 / 被保険者数である。合計・サービス別に、それぞれ合
計単位数 / 被保険者数、居宅単位数 / 被保険者数、施設単位数 / 被保険
者数、地域密着単位数 / 被保険者数と定義した。2 つ目は、単位数 / 利用
者数である。合計・サービス別と分け、それぞれ合計単位数 / 合計利用者
数、居宅単位数 / 居宅利用者数、施設単位数 / 施設利用者、地域密着単位
数 / 地域密着利用者と定義した。
ベースモデルのコントロール変数は以下の通りである。後期高齢者割合




平均 標準偏差 最小値 最大値 単位
単位数（被保険者数） 単位数 / 被保険者数
（1）合計 24.229 4.852 3.300 50.882 合計単位数 / 被保険者数
（2）居宅 10.941 2.790 1.662 25.950 居宅単位数 / 被保険者数
（3）施設 11.048 3.044 1.583 31.900 施設単位数 / 被保険者数
（4）地域密着   2.239 1.561  .003 16.511 地域単位数 / 被保険者数
単位数（利用者数） 単位数 / 利用者数
（1）合計 15.240 1.230 2.694 32.191 合計単位数 / 合計利用者数
（2）居宅 9.935 1.389 1.740 22.063 居宅単位数 / 居宅利用者数
（3）施設 28.126 1.440 6.214 56.363 施設単位数 / 施設利用者数
（4）地域密着 22.993 5.099 3.625 216.100 地域単位数 / 地域利用者数
コントロール変数 比率
後期高齢者割合 .514 .069 .293 .759 75 歳以上 / 65 歳以上
所得段階割合（低） .316 .104 .095 .744 被保険者数（低所得）/ 被保険者数
所得段階割合（高） .336 .085 .046 .647 被保険者数（高所得）/ 被保険者数
要支援割合 .039 .016 0 .528 要支援認定者数 / 被保険者数
要介護度 1，2 割合 .058 .012 .018 .397 要介護度（1，2 割合）認定者数/ 被保険者数
要介護度 3 割合 .024 .005 .006 .226 要介護度（3 割合）認定者数/ 被保険者数
要介護度 4，5 割合 .041 .010 .017 .612 要介護度（4，5 割合）認定者数/ 被保険者数
被保険者数＊ 18289.22 40492.25 199 788968 被保険者数
介護保険料収入＊ .463 .075 0 .782 介護保険料収入/ 被保険者数（10 万円）
貸付金＊ .001 .008 0 .186 貸付金/ 被保険者数（10 万円）
準備基金＊ .136 .109 0 2.675 準備基金/ 被保険者数（10 万円）
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北陸 新潟県（27）、富山県（ 9 ）、石川県（19）、福井県（15） 70
東海 岐阜県（36）、静岡県（28）、愛知県（44）、三重県（25） 133
近畿 滋賀県（17）、京都府（21）、大阪府（41）、兵庫県（41）、奈良県（35）、和歌山県（28） 183
中国 鳥取県（16）、島根県（ 9 ）、岡山県（27）、広島県（23）、山口県（16） 90
四国 徳島県（22）、香川県（17）、愛媛県（20）、高知県（28） 87
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は、内生性の問題に対処するため、Arellano and Bond（1991）、Blundell 

























になることが知られている。Blundell and Bond（1998）は Arrelano and 
Bond（1991）による階差の式における操作変数に加え、水準の式に階
差の操作変数を加えた System GMM を考案した。Arrelano and Bond
（1991）を特殊ケースに含む System GMM はより多くの情報を操作変数
として用いているため効率的であり、頑健的であることが知られている。
本分析では Feasiable Efficient GMM 推定量を得るため、2 段階 GMM を
用いる。1 段階目で得られた情報を用い共分散行列に関する一致性を持
つ最適重み行列を作成し、2 段階目の推定を行う。またサンプルが有限


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ネルデータを用い、保険者間 1 人あたり介護給付水準（単位数 / 利用者
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差項間の関係性を測るモデルである。SAC は SAR、SEM をミックスし
たモデルである。SDM は被説明変数に加え説明変数間の関係性を加味し
たモデルである。














4  SAR、SEM、SAC 及び SDM との関係は補論を参照。
5  4 節の使用データは松岡（2019）と同一である。3 節では松岡（2019）の説
明を簡略化し説明を行う。より詳細な説明は松岡（2019）を参照。
6  保険者数は平成の大合併、広域連合新設の影響で 2006 年 1669 から 2013 年
1579 へと減少している。新設、編入された保険者は分析の対象から除いた。
また欠損データが生じている保険者は分析の対象から除いた。最終的な保険






8  5 節で用いた変数、被保険者数、介護保険料（第 1 号）収入、被保険者 1 人
あたり財政安定化基金貸付金、被保険者 1 人あたり介護給付費準備基金保有
高も記載してある。








究』、第 44 号、2008 年、94-109 頁。
厚生労働省「都道府県ごとに見た介護の地域差」（http://www.kantei.go.jp/jp/




の構造」、『会計検査研究』、第 52 号、2015 年、45-69 頁。
松岡佑和「地域間介護給付水準の収束仮説の検証」、『医療経済研究』、第 27 巻 2
号、2016a 年、100-116 頁。
松岡佑和「介護給付水準の保険者間相互参照行動─裁量権の違いに着目して─」、
『季刊社会保障研究』、第 51 巻第 3・4 号、2016b 年、381-396 頁。
松岡佑和「介護保険サービス地域差の統計的研究─都道府県別データによる検
証─」、『武蔵野大学政治経済研究所年報』、第 15 号、2017 年、105-123 頁。
松岡佑和「地域間介護給付水準の収束仮説の検証─保険者別データによる基礎分
析─」、『武蔵野大学政治経済研究所年報』、第 18 号、2019 年、139-154 頁。
山内康弘「介護保険施設の供給における地方自治体間の空間的自己相関の検証」、
『大阪大学経済学』、第 55 号 3 号、2009 年、206-222 頁。
Arellano, M., and Bond, S., Some Tests of Specification for Panel Data: Monte 
Carlo Evidence and an Application to Employment Equations, in Review of 
地域間介護給付水準の収束仮説の検証
297
Economic Studies, Vol.58, 1991, pp.277-297.
Bazzi, S., and Clemens, M.A., Blunt Instruments: Avoiding Common Pitfalls in 
Identifying the Causes of Economic Growth, in American Economic Jour︲
nal: Macroeconomics, Vol.5（2）， 2013, pp.152-186.
Belotti, F., Hughes, G., and Mortari, A.P., xsmle ─A Command to Estimate Spa-
tial Panel Models in Stata, in Statistical Software Components, 2013.
Besley, T. and Case, A.C., Incumbent Behavior: Vote-Seeking, Tax-Setting, and 
Yardstick Competition, in American Economic Review, Vo.85（1），1995, 
pp.25-45.
Baumol, W. J., Productivity Growth, Convergence and Welfare: What the Long-
run Data Show, in American Economic Review, Vol.85, 1986, pp.1072-1085.
Blundell, R., and Bond, S., Initial Conditions and Moment Restrictions in Dynam-
ic Panel Data Models., in Journal of Econometrics, Vol.87, 1998, pp.115-143.
Hitiris, T., and Nixon, J., Convergence of Health Care Expenditure in the EU 
Countries, in Applied Economics Letters, Vol.8, 2001, pp.223-228.
Hoechle, D., Robust Standard Errors for Panel Regressions with Cross-Sectional 
Dependence, in Stata Journal, Vol.7（3）， 2007, pp.281-312.
Lee, L. and Yu, J., Estimation of Spatial Autoregressive Panel Data Models with 
Fixed Effects, in Journal of Econometrics, Vol.154（2）， 2010, pp.165-185.
Nixon, J., Convergence Analysis of Health Care Expenditure in the EU Coun-
tries Using Two Approaches, working paper, University of York, 1999.
Roodman, D., How to do xtabond2: An Introduction to Difference and System 
GMM in Stata, in The Stata Journal, Vol.9（1），2009, pp.86-136.
Royston, P., Multiple imputation of missing values, in Stata Journal, 4（3）， 2004, 
pp.221-241.
Sala-i-Martin, X., Regional Cohesion: Evidence and Theories of Regional Growth 
and Convergence, in European Economic Review, Vol.40, 1996, pp.1325-1352.
Wang, Z., The Convergence of Health Care Expenditure in the US States, in 
Health Economics, Vol.18, 2009, pp.55-70.
Windmeijer, F., A Finite Sample Correction for the Variance of Linear Efficient 
Two-Step GMM Estimators, in Journal of Econometrics, Vol.126, 2005, 
pp.25-51.

